メアリ・ウルストンクラフト研究 -近代フェミニズムの誕生- by 安達 みち代
メアリ・ウルストンクラフト研究 -近代フェミニズ
ムの誕生-
著者 安達 みち代
号 3
学位授与番号 3
URL http://hdl.handle.net/10097/36896
筋
達
 あ
安
よ
 みち代
 学位の種類博士(国際文化)
 学位記番号国第3号
 学位授与年月日平成16年11月24日
 学位授与の要件学位規則第4条第2項該当
 最終学歴昭和55年3月
大阪市立大学大学院文学研究科
後期博士課程退学
学位論文題目
論文審査委員
 メアリ・ウルストンクラフト研究
 一近代フェミニズムの誕生一
 (主査)
教授鈴木美津子 教授石幡直樹
教授佐藤研一
 論文内容の要旨
 本論文は、筆者の著作である本邦初のウルストンクラフト研究書、r近代フェミニズムの誕生
 一メアリ・ウルストンクラフト』(世界思想社、2002)に、それ以降の研究を加え、改訂を施し
 たものである。
 メアリ・ウルストンクラフトは、18世紀末・イギリスにおいて、女性文筆家の先駆者として活躍し、
 哲学的な政治社会論、小説、教育書、旅行記、翻訳など、さまざまなジャンルの12の著作、そして
 420の書評と多くの手紙を残した。とりわけ、女性みずからが、女性の諸権利を求めた独創的な著
 作『女性の権利の擁護』(、4砺¢4io読。フzげ!h6!～㎏h云sげ彫物フフ¢αフz,1792)は、生前から毀誉褒貶の
 激しい反響を生みだしていた。このように重要な思想家であり、成功した著書があるにもかかわら
 ず、ウルストンクラフトは、久しく忘れられた存在であった。その主な理由は、婚姻をせずに男性
 と同棲し子供を産むという彼女の生き方が、死の直後に伝記として公表され、彼女は道徳的に堕落
 した女、無神論者と受けとめられたからである。
 ウルストンクラフトのフェミニストとしての先駆的な生き方が理解され、著作のすべてが評価さ
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 れ、実証的な研究が進むきっかけになったのは、1960年代にアメリカで始まり、先進諸国を席巻し
 た第二派フェミニズム運動であった。1980年代以降には、文学、歴史、社会思想史、フェミニズム
 研究、ジェンダー硯究などの分野で、彼女に関する論文がおびただしく書かれ、英米のアカデミズ
 ムのなかでは、彼女の重要性は急激に増してきた。1989年には、全7巻のウルストンクラフト全集
 が刊行された。そして現在では、ウルストンクラフトは、フェミニズムの先駆者、才能ある文学者、
 重要な思想家として高く評価されているのである。
 本論文は、現代社会において多種多様に展開されているフェミニズムの母胎となった近代フェミ
 ニズムの形成を、メアリ・ウルストンクラフトにおいて、その生涯と作品を通して全体的に考察す
 るのが目的である。そしてその際に、18世紀後半の政治的・社会的・経済的状況や文化思想背景、
 女性作家の台頭などの歴史的文脈において彼女の果たした役割を捉える。このような広い角度から
 彼女の思想を探ることは、大いに意義のあることであり、西洋と距離的にも心理的にも遠く、まっ
 たく異なった文化伝統にある日本の研究者が客観性を発揮できるパースペクティブである。また、
 ウルストンクラフトの本格的な研究がまだほとんどなされていない日本において、フェミニズムに
 関心のあるすべての分野の研究者にとっても大いに益するところがあると思われる。第一部に生涯、
 第二部に作品を論じ、歴史的文脈は全体に散在させるという構成をとっている。
第一部生涯
 ウルストンクラフトの生涯を論じるのは、彼女の著作が彼女の生き方と分かちがたく結びついて
 いるためであるが、それ以上に、言葉による著作と行為による生き方が合わさって彼女の思想全体
 を形作っているからである。彼女の生涯は、経済的自立、自己実現を果たすための苦しい戦いであ
 った。彼女は、男性に従属すべき性であると定められていた当時の女性の規範的あり方に反逆して、
 新しいジェンダーを持った女性として、自由と独立を求めて主体的に生きようとしたのである。第
 …部では、ウルストンクラフトの人生を提示しながらパイオニアとしてのフェミニストの形成を明
 らかにする。また、フェミニストはどのような形で女性を抑圧しているはずの男性との結びつきが
 可能であるのかという観点から、彼女の性愛と結婚観を論じる。
 第一章r反逆者の生い立ち」では、ウルストンクラフトの血筋、家庭、少女期の人格形成や教育、
 友人、コンパニオン・学校教師・ガヴァネスなどの職業生活について述べた。
 ウルストンクラフトは、誇り高く情熱的であり、豊かな想像力とそれを雄弁に表現する能力を持
 っていたが、それはケルト民族の血によるところが大きい。彼女は、1759年、ロンドンの中産階級
 の家庭に生まれた。父親は、祖父の遺産を元手に農場経営を始めたが、失敗の連続で、一家は没落
 の一途をたどり各地を転々とする。彼女が生まれ育ったのは典型的な家父長制家族であった。父は
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一 暴力的な専制君主で、母はその犠牲者であり、惨めな短い生涯を終える。両親は彼女の人格形成の
 モデルにはならなかった。当時の法律では妻からの離婚は不可能に近く、ウルストンクラフトは、
 夫から虐待をうけた妹を後に逃亡させることになる。このような家庭環境が、ウルストンクラフト
 に当時の結婚制度における女性の従属と悲惨さを認識させ、自由と独立を求めさせたのである。
 ウルストンクラフトが、多感な少女期を過ごしたヨークシャーのベヴァリーは、美しい自然に恵
 まれており、彼女が生涯持ち続ける自然への愛情を育んだ。十代の彼女は熱烈なイングランド国教
 徒であり、自分を愛してくれる神の属性を真似ることが、その人格形成に重要な役割を果たした。
 ロンドン郊外ホックストンでは、二人の貴重な友を得る。一一人は老牧師クレア(Claire)氏で、彼
 は教師となって彼女の知性と趣味を導いた。二人目は同じ年頃の女性ファニー(FrancesBlood)
 で、彼女は当時の女性のrたしなみ事」(accomplishment)に優れていると同時に、男性に匹敵す
 る理解力を持っており、ウルストンクラフトの手本となる。薄幸のファ二一はウルストンクラフト
 に看取られて早世するが、彼女の心にいつまでも残る生涯の友となる。
 ウルストンクラフトのように結婚資金をもたない没落中産階級の女性が結婚できる見込みはなか
 ったし、淑女としての体面を失わずに就ける職業はコンパニオン、ガヴァネス、学校教師くらいし
 がなかった。いずれも、精神的苦役を伴い、わずかな収入しか得られない仕事であるが、彼女はそ
 れらすべてを体験することになる。バースでは気むずかしい老婦人のコンパニオンをした。ニュー
 イントン・グリーンでは、ファニーや妹たちと共に学校を開いた。その折りに、リチャード・プラ
 イス(R.ichardPrice)を始めとする急進的な非国教たちと知り合い、大きな影響を受けて自由主
 義的な考えを抱くようになる。また、ロンドンの出版・書籍販売業のジョセフ・ジョンソン
 (JosephJo賀nson)と知り合い、初めての著作『女子教育考』(Thoz59hオso7z'舵Eぬ5雌⑳,zo∫
 D膨gh勘零,1787)を書く。それでも借金を払うことができず、ウルストンクラフトはアイルラン
 ドのキングズバラ(KingsborOugh)子爵家ヘガヴァネスとして赴き、そこでは、貴族階級の生活、
 特に有閑女性の生活の実態を内側からつぶさに観察することになるのだが、解雇されてしまう。
 第二章rたった一人の革命」では、ロンドンに上京後の著作家としての活躍、ハインリッヒ・フ
 ユースリ(HeinrichFussli)との関係について主として述べた。
 ウルストンクラフトはロンドンでジョンソンに雇われ、文筆家としての自立した生活の第一歩を
 踏み出したが、その時、自分自身をr新しい種族の最初の一人」(thefirstofanewgenus)と定
 義し、いわゆるフェミニストとしての自己認識に至った。翻訳、女子教育関係の作品を書いて生計
 を立て、家族も援助した。また、当時ジョンソンが中心となって発刊したばかりの書評誌rアナリ
 ティカル・レビュー』(Thの4照雄鷹1彪∂歪8切に書評を書き、編集助手も務めた。
 1789年、フランス革命が勃発し、その影響を大きく受けることになる。エドマンド・パーク
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 (EdmundBurke)の著した反フランス革命の書『フランス革命の省察』(!～瞬副加so7¢オhθRε∂oZ多`一
 !ガ碗ガ%Fフηno召,1790)が出版されるやいなや、『人間の権利の擁護』(、4%24f6α∫プ07zゲオh8R忽h!sげ
 砿醜,1790)を書いて、革命に同調するイギリス急進派の一人として、自由・平等を擁護し、階級
 制を激しく攻撃した。この著作は好評を博し、彼女は著作家として最初の成功を得る。ついで、「女
 性の権利の擁護』を公刊する。それによって、文筆家としての才能を大きく認められると共に、革
 命派にとっての偶像的存在となる。
 ウルストンクラフトが短期間でこのように成功したのは、書評を書くために膨大な数の書を読ん
 だことが知力を涵養したためだが、ジョンソンの周りの優れた急進主義者たちの知的刺激によると
 ころも大きい。とりわけ、彼女を導き大きな影響を与えたのは、画家のフユースリである。フユー
 スリは芸術論や啓蒙思想に通じ、なかでもジャン=ジャック・ルソー(Jean-JacquesRousseau)
 に心酔して著作も書いている。ウルストンクラフトは、フユースリに激しい恋愛感情をいだくよう
 になり、その想いが彼女の著作家としての精進の推進力になった。彼女自身は、フユースリに理性
 的な愛情を感じていると信じ、フユースリの妻に、三人で一緒に住もうと結婚制度を無視した提案
 する。しかし、提案は当然受け入れられない。彼女は、自分のフユースリに対する愛情がエロスで
 あったと自覚し、イギリスを去り、フランス革命を自分自身の目で見るためにフランスに旅立つ。
 第三章「愛、そして死」では、パリでの生活、ギルバート・イムレイ(G玉lbertImlay)、ウィリ
 アム・ゴドウィン(WilliamGodwi11)との関係を中心に述べた。
 恐怖政治が始まる直前にパリに到着したウルストンクラフトは、革命に同調するイギリス人滞在
 者、ジロンド派の国会議員と交友をもちながら、著作活動を行う。やがて、アメリカ人の冒険家、
 著述家、企業家であるイムレイと恋愛関係になり、娘を出産する。ウルストンクラフトは正式に結
 婚しなかったが、実質的な結婚生活を望む。彼女がイムレイに求めたのは、結婚という従来の社会
 制度の枠組みには入らないが、経済的にも自立した男女が対等の関係で一緒に暮らし、協力し合っ
 て子供を育て、家庭を作っていくという新しい形態の男女関係であった。しかし、イムレイが彼女
 に求めたのは、一時的なロマンスと情婦で、夫や父親の責任に縛られたり、関係を永続的に続けた
 りする気はなかった。
 ロンドン滞在中のイムレイを追って帰国したウルストンクラフトは、彼の愛人の存在を知り、服
 毒自殺を図るが未遂に終わる。彼女は、イムレイの頼みで彼の商用を果たすために、一一歳になった
 ばかりの娘と共に、スウェーデン、ノルウェー、デンマークを旅する。帰国後、イムレイが愛人と
 同棲している事実を突き止め、テムズ川に投身自殺するが、救助される。その後、イムレイに送っ
 た手紙を編集して『スカンジナビアからの手紙』(加惚rs研r魏齪4躍ガフ讐αShoπ盈s躍伽66ガフz
 S鯉`伽,〈め7ω砂,α,掘Z)θ欄2α漉,1796)として世に出し、この書は好評をもって迎えられる。イム
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 レイと別れたウルストンクラフトは、近代アナーキズムの始祖である著述家のゴドゥィンと再会し、
 二人は愛し合うようになり、同棲して平等で永続的な男女関係を結ぶ。妊娠した彼女は、ゴドウィ
 ンと正式に結婚して、いわば体制内改革を試みる。つまり、結'婚制度の枠組みの中で、対等な男女
 関係とそれに基づいた家庭生活を築いていこうとしたのである。だが、生まれてくる子供の養育と
 家庭の経済的基盤をどちらがどのように負担するのか、それによって夫婦の関係がどの様に変わる
 のかなどの実験は、ウルストンクラフトの突然の産褥死によって終わってしまう。
第二部作品
 成立年代順に主要作品を丹念に読み解くことによって、彼女のテキストを分析して論じる。六つ
 の章からなる。
 第一章r合理的女子教育とコンダクトブック」では、女子教育について書かれた初期の三作品
 一『女子教育考』、『実生活からの物語集』(0フ蜜1照1S!oフ宛sヵηフ1z1～6α」石庭,1788)、『女性読本』
 (Th6F6フ磁16R齪4既1789)一をまとめて論じ、彼女の合理的女子教育観をコンダクトブックと
 のかかわりという観点から考察した。
 最初に、イギリスi8世紀後半の女子教育の現状と、女子教育書の役割を果たしていたコンダクト
 ブックについて概観した。それらの特色は、女性には知的教育が与えられておらず、男性の好みと
 便宜が女子教育の基準とされていたこと、貞淑、謙譲、従順などのキリスト教的道徳が女性に厳し
 く課せられていたことである。それに対して、ウルストンクラフトは、三作すべてにおいて、男性
 と同じ理性を基準とした知的教育を女性にも与える必要性を説いている。また、『実生活からの物
 語集』では、美徳について根本的に考え直し、真の美徳は理性を基盤としており、両性に共通であ
 ると述べている。
 ウルストンクラフトの女子教育の目的とは、男性と同じように、理性を発達させることによって
 知性と自律心を養い、社会に有用な人間となることである。しかし、まだこの時点では・夫と家庭
 に奉仕することを自発的に選び、喜びと意義を見いだす啓蒙された有能な家庭婦人が、彼女の女子
 教育書の唯一の具体的な目標であった。それは当時の他の進歩的なコンダクトブックが推奨する理
 想の女性像と大差なかった。また、女性が社会で男性に従属させられている現実については、乗り
 越えられるとは思っていなかった。現実を神に定められた運命と受けとめ、耐えて美徳を積むこと
 で来世に望みを託していた。
 このように未熟ではありながら、女性にも知的教育が与えられるべきこと、理性を美徳の基盤と
 したことは、『女性の権利の擁護』に発展的に受け継がれていくので、彼女の教育書は彼女の思想
 のひとつの'重要な出発点となっている。
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 第二章r人権思想と体制批判」は、『人間の権利の擁護』を論じ、フランス革命に影響を受けた
 ウルストンクラフトの人権思想と社会改革の理想を考察した。
 エドマンド・パークの『フランス革命の省察』は、イギリスの現体制と階級制を擁護する目的で
 書かれたのだが、ウルストンクラフトは、貧民に深い同情を感じ、社会的公正の実現のために『人
 間の権利の擁護』を・書いてパークを批判した。パークが美文で読者の感情に訴えようとするのは本
 質から目をそらしていること、パークが擁護するr長年の慣習に基づく権利」(prescription)は、
 年月による錆でしかなく、彼には根本的な原理が欠けていると主張している。ウルストンクラフト
 の根本原理は、ロック(JohnLocke)やルソー、リチャード・プライスと同じく、自然法的な人
 間の自由・平等の権利である。ウルストンクラフトはイギリスの現体制について、主権は人民にあ
 るとはいえない、法律は不備であり、議会や教会は腐敗しているなどと批判し、新しい政治機構を
 構築すべきであると述べている。しかし、彼女が理想とする社会のヴィジョンについては、具体的
 かつ詳細には述べられていない。彼女は、小焼模な独立自営農民の社会を理想としたのだが、それ
 は観念的なユートピアである。自然と人間、物質的充足と精神的価値が調和するような愛に満ちた
 世界のイメージをそれに託したのである。
 『人間の権利の擁護』にはr女性の権利の擁護』へと展開されていく思想の萌芽がある。それは
 第一に、社会的弱者にも自由・平等の権利を求めたこと。第二には、理性の重要性を強調し、それ
 を人間と社会の変革の原動力としていること。第三には、彼女の立場や美意識がきわめて中産階級
 的であること。最後に、彼女が革命家、政治理論家であるだけでなく文明批判家、モラリストでも
 あることである。それは後に、広範囲な女性の問題を論じるのに不可欠な文明論的な視点を獲得し
 ていたことを示している。
 第三章rフェミニズム誕生の背景」では、r女性の権利の擁護』をイギリス18世紀後半の歴史的
 文脈において論じ、この書の誕生が歴史的必然であったことを明らかにする。彼女の思想が、当時
 の女性のどのような従属的な社会的境遇と差別的な女性観に抵抗して生まれたものなのか、そして、
 女性が主体性を求めるどのような思想の流れや時代の動きの中に位置づけられるのかという二つの
 観点から論を進めている。
 イギリス18世紀の女性の社会的存在を規定していたのは、階級制と家父長制であった。両性間の
 関係では男性が上位であり、女性は社会的には一個の人格とは認められず、父親や夫の人格に吸収
 合併させられていた。法律はrカバーチャー」(coverture)という考えの下に妻の法的権利を否定
 し、女性の経済的自立も非常に困難だった。結婚において本人の意志が尊重されることは少なく、
 厳格な性の二重基準が支配しており、妻側から離婚することは不可能に近かった。女性は人間とし
 てではなく、女としてのみ扱われており、外見的な美しさに価値がおかれ、女性の領域は家庭に限
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 定されていた。
 男性に都合のよい女性観を敷衍させた存在として、ウルストンクラフトは、男性著述家たちの作
 品を『女性の権利の擁護』で批判しているが、とりわけ多くのページを割いているのは、ジョン・
 ミルトン(JohnMilton)とルソーである。ミルトンの『失楽園』(Pα解4ゴs6Los!,1667)のイヴ
 (Eve)、ルソーの『エミール』(Eファ¢11ε,1762)第五編のソフィー(Sophie)共に、男性の便宜と情
 念を満足させるために男性本位に創造された女性像であることを喝破している。
 18世紀の社会現象として、女性の文筆家が数多く登場したことがあげられる。彼女たちの主力は
 中産階級であり、活躍の分野は文芸が多かったが、ジャーナリズム・歴史・翻訳・伝記・書簡集な
 ど多岐の分野に及んだ。イギリスのフェミニズムは社会運動以前にペンにおいて花開いたのである。
 書く主体であるという存在そのものが、女性は社会の周縁に位置するという支配的イデオロギーに
 挑戦し、家父長制の前提を揺さぶっていたからである。1750年代から知的な女性たちが集ったブルー
 ストッキング・サークル(BluestockingCircle)もネットワークを形成して、著述、文化、慈善、
 社会活動を行っていた。
 ついで、直接的な影響関係はなかったが、ウルストンクラフトの先駆者達の思想、隣国の動きな
 どを挙げることができる。すなわち、史上初めて文筆で生計を立てた女性文筆家クリスティーヌ・
 ド・ピサン(ChristhledePisan)、ルネッサンスとキリスト教の影響、イギリス17・8世紀の合理
 的女子教育を求める動き。そして、フランス革命におけるオランプ・ド・グージュ(01ympede
 Gouges)やクレール・ラコンブ(ClaireLacombe)などの活躍、ドイツでのフェミニズムの書な
 どである。
 第四章rフェミニズムの構図」においては、『女性の権利の擁護』を現代とのかかわりを視野に
 入れて、さまざまなテーマごとに切り取って論じることによって、この書の全体像を浮かびあがら
 せた。
 女性の市民的権利:選挙権や被選挙権などの政治的権利、労働による経済的自立、男性と平等な
 教育を受ける権利をウルストンクラフトは求めた。また、彼女は、男性定義のリベラリズムが公私
 の領域を分離したのに対し、公私のつながりを強調している。
 女子教育:男性本位の女子教育観を批判し、合理的女子教育の必要性を説き、それを女性の解放
 に結びつけた。男女共学の国民教育を女性の権利として求めたのである。
 理性と感情:理性の感情に対する優越性が強調されている。女性が劣った性であるとされている
 のは、女性が感情的存在と見なされているからである。女性も男性と等しく理性を神から与えられ
 ているのであり、それを十分に発達させなければならない。
 倫理:社会的正義だけでなく社会倫理の側面からも、ウルストンクラフトは、女性の解放を訴え
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 ている。女性が真に解放されるためには、システムの変革と同時に、人間性の変革も不可欠である
 からである。従来、女性の美徳というものが推奨されてきたが、本来美徳の性質に程度の差はあっ
 ても男女の区別はなく、ただひとつの永遠の基準だけがあると主張している。また、男性や世間に
 気にいられるためでなく、真の美徳が行動基準にならなくてはならないという。
 美について:女性の容姿の美しさは、男性を裏側から支配する権力となりうるが、その権力は男
 性支配を認め支えることになる。容姿の美しさを絶対化して追い求めることは他の諸機能を弱める
 ことになる。また、真の美しさは、肉体的には健康と清潔さ、そして精神がかかわっている。
 人生の意義と幸福:人生の意義は、快楽を求めるのではなく、自分自身を尊敬に値するものに成
 長させることであり、そのためには、女性も知性と美徳を磨き、意義深い仕事をすることによって、
 現在を越えて未来を展望すべきであると、ウルストンクラフトは考えている。彼女は、何であれ仕
 事の尊厳を信じ、行為が成就した時の満足感をもって幸福と名づける。近代市民社会成立期の人間
 の可能性に対する信頼を共有し、そこから女性の幸福観を導き出しているのである。
 ウルストンクラフトは、'女性が抱える問題を史上初めて包括的に叙述したばかりか、女性の解放
 は社会全体の改革と不可分であること、人間性の改革と社会変革のダイナミックな関係が重要であ
 ることを強調している。ウルストンクラフトのフェミニズム思想は近代合理主義の徹底という観点
 でなく、むしろ、近代批判として読まれるべきものである。
 第五章r文明・自然・エコロジー」では書簡形式の旅行記であるrスカンジナビアからの手紙』
 を論じ、ウルストンクラフトの文明論の展開、特に自然観におけるエコロジカルな視点を探る。
 ウルストンクラフトは啓蒙主義の知識人男性と同様に、スウェーデン、ノルウェー、デンマーク
 の政治、社会、文化についての観察と分析を述べている。第…一に、社会の進歩は革命でなく改革に
 よって漸次なされなければならないこと。第二に、商業が封建的な身分制度を打倒した歴史的意義
 は認めるが、経済的な利潤を追求しすぎることが人間の精神の堕落を招いている。第三に、科学的
 精神が欠如し、文化が立ち後れている。第四に、あらゆる階級において女性が抑圧されていること
 である。
 この旅行記の多くの紙面を占めるウルストンクラフトの自然観は、二つの側面をもっている。ひ
 とつは、18世紀の合理主義的、啓蒙主義的な側面であり、科学的なものの見方や、科学文明に対し
 肯定的な態度をとっている。自然の資源を開発し、人間のより良い生活と人間性の向上のために役
 立てるべきだと考えている。しかしその反面、自然に対して崇高で神秘的な力を感じ、自然を生命
 体とみなして、人間をその有機的な一部と認識している。そして、感性を教化する力と治癒力を自
 然の中に見いださなければならないと考えている。
 ウルストンクラフトの自然描写は、時にはr崇高と美」(sublimealldbeaLltifu1)やr絵のよう
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 な」(picturesque)という18世紀の人々が共有している自然解釈のディスクールを使用して、きわ
 めてパストラルな描写を伝えている。しかし多くの部分は、彼女が流動的に対象である自然の中に
 入り込み、個人的な心理を、写実的であると同時に詩的で独創的な言葉でつづっている。このよう
 な自然との感覚的合一体験を言語化したことは、ロマン派詩人たち、特にウィリアム・ワーズワー
 ス(W皿amWordsworth)に似ており、文学的にも高く評価できる。そして、エコクリティシズ
 ムを提唱しているカール・クローバー(KarlKroeber)がロマン派詩人たちの中に見いだした、r原
 環境観」(proto-ecologicalview)をウルストンクラフトも共有している。さらに、エコフェミニ
 ストのメアリ・メラー(MaryMellor)が提唱した、自然環境を守るための新しいパラダイム、r環
 境全体思想」(ecologicalholism)を先取りしているともいえよう。
 ウルストンクラフトは、自然に対する二つの態度を調和させたいと願っていた。彼女の生きた時
 代は、深刻な環境汚染の進む以前であり、自然と科学文明という二項対立を乗り越えうる観点を提
 出しているわけではないが、今から200年も以前に、自然と科学文明の調和に関心をもち、そのた
 めに経済優先の開発や産業に対して、批判的かつ制限的な視点を導入しているのである。
 第六章「社会的自己、感性、セクシュアリティ、母性」は、本論文の結論的な部分である。遺作
 となった未完の小説『女性の虐待、あるいはマライア』(7「h"砂。η郎げ賄,n齪二以漁吻,1798)
 を論じ、女性の社会的自己の形成を、女性の感性、セクシュアリティ、母性との関係から考察する。
 『女性の虐待』は、『女性の権利の擁護』の第二部とも考えることができ、不平等な法律や社会
 の慣習を批判するのがウルストンクラフトの目的であったが、それ以上に、社会的苦難の体験を内
 省することによって成長し、自ら考えて行動する近代的な自我意識をもった女性たちを描いたとい
 う点で、優れた小説として評価することができる。
 ヒロインのマライア(Maria)は、感情と情念に動かされやすい当時の中産階級の女性読者と等
 身大の女性として設定されているが、精神的な強さを持っており、自己教育をする。自分を売春さ
 せようとした夫に対し、離婚を宣言する。幼い娘と共に大陸に逃れようとするが、夫によって、叔
 父の遺産を受け継ぐ娘を奪われ、精神病院に幽閉される。マライアの状況は、女性の社会的隷属の
 現実を象徴的に表している。精神病院の中で、マライアはダンフォード(Damford)と恋に陥り、
 自由な女性として、彼と性的関係をもつ。ウルストンクラフトは女性のセクシュアリティのありの
 ままの姿を探っている。マライアの主体的自己は、既成の因習的な道徳をラディカルに見直し、愛
 に基づいた女性の性的充足を求める。マライアは、みずからの所信を書面にしたためて法廷で読み
 上げてもらい社会批判を行う。だが、マライアの恋愛は、現実の社会の中での新しい男女関係を示
 したものではない。彼女は妊娠するが、ダンフォードが不実な男だということが判明し、服毒自殺
 をはかる。
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 この小説には、ジェマ・イマ(Jemima)という、社会的自己に目覚めるもう一人の知性と洞察力
 を持った女性が描かれている。彼女は、'下層階級の女性たちの社会的受難の例でもある。生後すぐ
 に母を失った私生児のジェマイマは、出生時から人間以下の扱いしか受けられず、乞食、盗み、売
 春をおこなって独力で生きてきた。マライアとジェマイマは互いに共感し、友情が生まれる。マラ
 イアの精神病院脱出を助けたのも、マライアの娘を救出したのもジェマイマであった。さらに、二
 人の女性の関係は、「無力な母親と、遺棄された娘」という関係でもあり、このモチーフは様々な
 ヴァリエーションとなってこの小説に登場してくる。
 小説の結末として残されていた断片では、マライアはジェマイマの助けで、子供たちのために生
 きようとする。ウルストンクラフトは、女性の母性に大きな価値を与えている。不幸な母娘の連鎖
 を断ち切り、強く賢明な母親によって未来の世代を育てたいと願った。また、階級を超えた女性の
 友情と連帯の中に女性の解放と幸福への道を示したのである。
 論文審査結果の要旨
 本論文は、現代社会において多種多様に展開されているフェミニズムの母胎となった近代フェミ
 ニズムの形成を、18世紀後半に活躍したメアリ・ウルストンクラフト(1759-1797)の生涯とその
 作品をとおして、包括的に論じたものである。メアリ・ウルストンクラフトは、女性の経済的・精
 神的自立を説き、女性を抑圧する男性中心社会を徹底的に攻撃し、その発言においてのみならず、
 実生活においても、慣習に反逆する鮮烈な生き方をつらぬいた女性である。
 本論文は二部構成になっており、第一部ではメアリ・ウルストンクラフトの人生を提示しながら、
 いかにして彼女が女性の権利の擁護者となったかを検証する。第二部は六つの章からなり、第一章
 r合理的女子教育とコンダクト・ブック」では、メアリ・ウルストンクラフトの初期の女子教育書
 である「女子教育考』(1787)、r実生活からの物語集』(1788)、r女性読本』(1789)を取り上げ、
 先行する女子教育論と比較検討しつつ、彼女の女子教育の特色は理性重視の教育であるということ
 を跡付けた。第二章r人権思想と体制批判」は『人間の権利の擁護』(1790)における人権思想に
 焦点を当て、理性、感情、美徳、r崇高」とr美」などと関連づけて彼女の人権思想の特徴を明ら
 かにしている。第三章rフェミニズム誕生の背景」と第四章rフェミニズムの構図」では、『女性
 の権利の擁護』(1792)を取り上げ、この作品がいかなる意味でフェミニズムの先駆的作品とされ
 るのかを論じ、さらに女性の市民的権利、男女共通の公教育、女性のための新しい道徳などの側面
 からも分析を加えた。第五章r文明、自然、エコロジー」では書簡体の旅行記rスカンジナビアか
 らの手紙』(1796)を取り上げ、エコロジカルな視点から、彼女の自然観を探った。第六章「社会
 的自己、感性、セクシュアリティ、母性」では、未完の小説r女性の虐待』(1798)を取り上げ、
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 登場人物に託された女性の社会的自己形成を、女性の感性、セクシュアリティ、母性などの関係か
 ら考察を加えた。
 本論文は、日本ではあまり論じられることのなかったメアリ・ウルストンクラフトの著作・論考
 をとりあげ、当時の英国の政治的・社会的・経済的文脈のなかに位置づけ、その全体像を解明しよ
 うとしたものであり、その試みは十分評価できる。日本における数少ないメアリ・ウルストンクラ
 フト研究は、往々にして、社会思想史的研究に偏りがちであった。その意味で、小説、女子教育論、
 旅行記など、多方面にわたる彼女の仕事を包括的にとりあげた功績は大きく、本論文は労作と言え
 る。しかし、包括的記述を目指すあまり、ときに概論に流れて実証性に欠けるきらいがあり、その
 点は惜しまれる。ともあれ、近代フェミニズム研究に一石を投じた本論文の意義は小さくない。こ
 れらにより、論文提出者は自立的研究者として高度な研究能力と学力・学識を有しているものと判
 断される。よって本論文は、博士(国際文化)の学位論文として合格と認める。
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